
照陽の家だより
鳥取ふれあい共生ホーム 令和3年11月号

て る ひ

照陽の家は住み慣れた地域において、高齢者の方、お子様、地域の方、

誰もが集い、多様なサービスや活動の中で支え合う拠点です。
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いよいよ今年も残すところ一か月半となりました。 2021年はコロナに明けコロナに

暮れる年となり、これまで当たり前にしていた高齢者と園児の交流も感染対策徹底

のため室内交流は中止とし遠目に互いの姿を見合う日々が続きました。 10月に入

り感染状況も改善傾向にある中、5月に植え付けておいたサツマイモの収穫を10月

14日、実行しました。当日はまさに「お芋掘り日和♡」清々しい晴天の中、秋の風を

感じながら開始です。昨年は土に触れる事や保育士から離れる事が出来なかった

園児たちが今年は自ら土を掘り力いっぱい引っ張ってお芋を土から抜き出した時の

園児たちの目の輝き！みんながやる気に溢れ全身で自然を体感することが出来まし

た。また、外の交流という事で照陽の家利用者様お二人にも参加頂き久しぶりに協

働作業が出来ました。「ここにもあるよ」「あら、大きい！」など弾んだ声、日焼けした

顔で笑い合う景色は良いものです。コロナ禍で交流を控えている今でも園児たちに

とってはおじいちゃん、おばあちゃん（利用者様）が傍にいる事が当たり前で自然な

事。お互いが思いやりながら接し笑顔を交わしている事が共生ホームの良さだとつ

くづく感じた一日でした。 ひなたぼっこ保育園 保育士一同 ～ 小川先生の手芸教室 ～

以前よりデイサービス清願の郷でもお世話に

なっている小川先生に来ていただき手芸教室

を実施しました！紐で作る犬の飾りを利用者様、

職員が一緒に作り充実した日となりました！

～ 干し柿作り ～

毎年恒例の干し柿つくりを実施しました！大きな柿を

手に取り、「もうこんな時期になったね」と利用者様同

士で話しながら柿の皮むきを行いました。みなさん手慣

れた様子で例年より早いペースで50個以上出来上が

りました。窓から見える干し柿の完成が楽しみです。

秋の特集 調理担当に聴きました！！

照陽の家で調理担当している坂本さんにインタビュー

Q1.調理の際に心がけていることはありますか？

A.利用者様が五感で感じて頂ける料理ですね。

Q2.どんなときがうれしいですか？

A.「おいしかった」と笑顔で言われるときがうれしいです。

Q3.調理担当になって10年目ですが前と比べて工夫して

いる点などありますか？

A.最近は利用者様のリクエストなど聞いて麺類なども

提供しています。

ちらし寿司、エビフライ、トロトロ豆腐の

トマトあん、すまし汁、イチジク

～ 花回廊 ～

秋の花回廊に出かけました。今回はフラワートレインに利用者様、

職員、一緒に乗って見学しました。久しぶりの電車体験に利用様

も遠足気分！！いきいき笑顔で楽しい思い出が出来ました。


